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高岡錯物産業の発祥を示す/前田利長番状

慶長 14年(1609)9月 13日 、前田利長は新

たに築いた高岡城に入城し、同時に城下町も開き

ました。利長は高岡に多くの家臣団・寺社・商人

らのほか職人も各地から8yび寄せ、城下噸の発展

を図りました。金屋
『

」Jは慶長 16年(1611)に 七

人衆が開いたとされていますが、実はそれを示す

一次 (同時代)史料|よ現在のところ確認されてい

ません。

写真の書状には、

「に しぶかなやのい

もし… (中 略)高お

かへこし候て しごと

などいたし候へと申 とぇ  チ

義覇客邑基罫塞≦籍衷亀省亀専差巴避獣基蓬守雷

鋳物師 (鋳造技術者)を高岡へ招くよう側近 (駒

井守勝ら)へ指示したもので、高岡金屋町の鋳物

産業の発祥を示す貴重な史料です。

利長は鋳物師たちに当時は大河であつた千保川

の左岸 (城下町の対岸)5,000坪の土地 (拝領

地)をはじめ、各種の特権を与えました。これを

受けて鋳物8市は様々な鉄器 (鍋釜・鋤鍬や鉄金具

など)を製造し、成長していきました。

国法塞玩爵写塞冨[足釈票?豊轟象后抵晨是浜憲

と、江戸後期にはついに日本一の鋳物師数を誇る

までに発展しました。 (仁 ケ竹主幹 )

間含先 回 博物館 20-1572
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